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1は じめに一 問題の所在
本稿は中央アジア、 ウズベキスタン共和国で行われている刺繍業(カ シュタ:








研究では、親族や地縁など地域社会における結び付 きとその有用性 に注 目が集ま り
[Kandiyoti1998;Werner1998;KoroteyevaandMakarova1998;樋渡2008]、人
びとの社会関係における葛藤や軋礫 といった問題か ら検討 した論考3)は決して多い
とは言えない点である。確かに欧米社会 と比較すれば、相対的に中央アジア社会では
親族や地縁の紐帯が人びとの間に深 く根付 き、体制転換や危機に対 して社会なセーフ
ティネットの役割を果たしてきた。だがソ連崩壊後のおよそ20年間で現地社会の人





親族の貢献が互酬性に基づ く相互扶助関係か契約に基づ く権利義務関係(雇 用)か を
め ぐって生 じる解釈の差異にあることを指摘 し、それに旧社会主義圏特有の要因一
集団単位で利益を平等に配分 しようとする社会主義的な関係 と個人の利益追求を旨と
する市場経済化の混在一 が複雑に絡み合って生 じると論 じていく。








が広 く浸透する中でのキンドレッドの貢献のあ り方をめ ぐって軋礫が生 じる点を指摘
する。







出自を通 じて継承され、系譜書(シ ャジャラ:訪のα70)に記録 されてきた事実によ







の集団原理 をもつ社会の事例も指摘 されてきた[清 水1987:80-86]。父系出自に基
づ く氏族意識をもつ中央アジア、クルグズスタンではソ連解体後の民営化過程で父系
出自分節であるウルックを基盤に土地や資材 を共有する集団が組織されていたが[吉
田2004:76]、同 じ中央アジアで も筆者が調査するウズベキスタンの村落部S地 区で
は父系出自の認識はあっても、ある始祖 を起点に結びつ く氏族(ク ラン)や系譜意識
に基づ く出自集団(リ ネージ)が人びとに集団形成原理として常に意識されていると
は言えない4)。後述するようにむしろ人びとが重視する親族関係の紐帯は、家族(オ
イラ5):oila)、そ して中庭付 き住居,(ハウリ:hovli)共住者の次には、キ ンドレッ
ドであるヘシュ6)(xesh)であった。
ヘシュは父系/母 系、親族/姻 族の別なく、自己に血縁もしくは婚姻を通 じてつな
がる人間の連鎖 として用いられる。日常的にヘシュは何親等、何世代までをヘシュと
するというような原則は見あたらない。例えば、筆者は村落部の人々から 「この人は
私のヘシュ」 と紹介 を受け、その関係 は 「私の父方オバの夫の弟の嫁の … 」 と限
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りな く続 く連鎖を一通 り聞かされた。すなわち、ヘシュとはエゴである自己を起点 と







係にある人々は儀礼参加や 日常的な交流を繰 り返す ことで関係を強化する。ヘシュ
は慶弔時10)や祝祭 日11)に贈物や金銭 を持ち合い、料理準備 を手伝 い、来客をもて






蹟罪の義務 という具体的目的をもつ場面でこそ重視 される[フ リーマン1981:203-




























義務関係 と同等に扱うわけにもいかない。キン ドレッドを含むアクション ・グループ
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制に則 り父姓及び父称を名乗る。ズライホーの父母は双方 ともに再婚であ り、ズライ
ホーの父にとってズライホーの母マディーナは3番 目の妻である(図1参 照)。ズラ










らを第三代 目と見なし、ズライホーの後継者である三女ホシュバフ トを第四代 目と
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する。図1に おける数字がズライホーの主張に沿った刺繍の師匠称号継承ルー トで
ある(図1参 照)。ズライホーの刺繍 を扱った小冊子の巻頭写真では、ズ ライホー、
母マディーナ、三女ホシュバフ トの3名 のみ刺繍を手 に座ってお り[Obloberdieva
2002:1]、一子相伝 という形で師匠の称号が継承 されてきたことが示 されている。
だがこれはズライホーの見解であり、第一代 目とされるディロローム自身が刺繍師
匠の創始者を自認していた訳ではない。2003年の聞 き取 り時点で84才だったズライ
ホーの母マディーナか らの聞き取 りでは、彼女は母から刺繍技能を習い娘 に技能を伝
えたが、事業開始後のズライホーのように師匠と自称せず、商品用刺繍 を制作 しなかっ
たばか りか、結婚後は刺繍制作に殆 ど従事 しなかった。そのうえ技能継承の仕方につ
いて も、ズライホーの主張の如 く複数いる姉妹の中で1人 にのみ特定の師匠の称号を
継承させるのではなく、娘たち全員に平等に刺繍技能を伝えたという。マディーナの




ある。筆者が聞 き取 りを実施で きたマイサラ、バハールグル、グルノザは皆刺繍技能












ライホーの妹グルノザが取 り仕切 り、 もう一箇所は姉バハールグルの四男ハサンの嫁




仮名 ズライホーとの続柄 生年 カシュタ制作業への貢献内容
デ イロローム 母方祖母 1870
ズ ライホーの母 マデ ィーナにカシュタ技 能伝授。
商品用 カシュタ制作 には関わらず
マデ ィーナ 母 1919
ズ ライホーを含む娘達にカシュタ技能伝授。商品
用 カシュタ制作 には関わ らないが、ズライホーに
技能を継承 した師 として紹介 される
バハール グル 姉 1949
ズ ライホーのカシュタ繍いの下請けをする。本人
が繍うことは少 なく、息子の嫁を手伝 う




通 じてズライホーか ら、注文品を預か り、下請け




メ フル グル 姉の息子の嫁 1975
バハールグルの次男の嫁。ムハ ッバ ッ トに繍い方
を習い、カシュタ繍いの下請けをする
デ イル フーザ 姉の息子の嫁 一




近隣の女性 に繍い方を教 え、布地を分配 し、煩雑
になるシーズ ンに仕上げを手伝 う。ズライホーの
6箇所(2006年)ある下請け制作所の内の一つ
トイベギム 妹の長女 一 グルノザの娘。 カシュタ繍いの下請けをする
グルル フソール 妹の次女 一 グルノザの娘。 カシュタ繍いの下請けをする
ア ミン 次兄 1951刺繍用針、糸巻きなど道具製作
ジ ョル アッ ト 弟 1955絹糸の精錬作業の補助。2003年には関与無
カーデ イル 長女の夫 一 運転手、展示会の補助、材料の仕入れ、荷物運びなど補助。2003年には関与無
ナルギザ 異父姉の娘 1963
1997年、 ズ ライホ ーが教 え る工芸科 で短期 間、
カシュタ技能 を教 える教師 を していた。 ズライ
ホー と決別
シヤフノーザ 異母姉の娘 一















えば、ムハッバッ トはズライホーが1997年に開設 した工芸科で刺繍技能を習得 した




繍制作 に従事するが、他の繍い子 と殆 ど待遇の違いはなかった。基本的に繍い子同様
に制作枚数に応 じた出来高制で賃金を受け取 り、シーズン期になると繍い子指導代 と
して5,000～1万スム(日本円でおよそ500円～1000円程度15))ほどのボーナスが出る。
この値段 はズライホーの他の下請け制作所を取 り仕切る女性が受け取る値段 と大差は
ない。
〈表2>ズ ライホーの姻族 と刺繍業への貢献
仮名 ズライホーとの続柄 生年 カシュタ業への貢献内容
デイルバ ル 夫の妹 1952カシュタの下絵描 き(1996～1997年まで)。ゴザルに下絵の描 き方を教授(1997年～1998年まで)。無報酬
シヤフロー 夫の妹 1953ズルフィヤの母
マ トルーヴ ァ 夫の姪 1983
デ ィルバルの娘。2002年か ら2004年までズライホー
のカシュタ繍い子を した。その後、 カシュタ繍い子 を
やめ、針子へ








ヤ もその工芸科の学生の1人 であった。2002年にその工芸科が閉鎖すると制作 に応
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じた賃収入を得る繍い子として働き始めた。


















他の雇用者たちと全 く同じ状況で働いている訳ではないという事実も浮 き彫 りにす
る。次項で詳述するように、ヘシュと雇用関係を結ぶことは、ヘシュであるが故にあ
る程度優遇される(も しくはされるはずだ、 という期待を抱 く)反面、ヘシュ関係に
ある者は相互扶助をすべ きという制約 も受ける。ゆえに事業 という契約関係にあって
も、ヘシュ同士の場合にはべゴナには期待 し得ない道徳的規範が暗黙の内に期待 され
ることになる。
だが容易に想像がつ くように、相互扶助 といった道徳的規範を活用 してヘシュから































は、ズライホーの対応に失望 して彼女 と決別 し、独立 した刺繍事業を営むようになっ
た。ナルギザは 「ズライホーは私の母方オバ(xola)でヘシュなのよ。ヘシュがひど
いことをするなんて」 と憤る。ズライホーの妹グルノザはナルギザに対 し 「ヘシュに
対 し金銭的なことを細か く言 うのはおか しい」 と苦々しく語る。 この謳いをゴシップ
話で取 り上げた50代～60代の村落部女性たちは 「表立ってヘシュに金銭の要求をす















と同 じ染色済み絹糸を提供するので一緒に仕事 しないか と誘 うという。 シャフノーザ
に話を持ちかけられた刺繍家の1人 は 「シャフノーザはズライホーのヘシュなのに恐






























ラサナヤガム論文では、 ミクロレベルの観察から零細企業 と大企業を別物 とする二
元論が批判 され、ビルカッサ ・ビルコゾン(birkassabirqozon:一生計一釜)を 旨
とする家族、地域共同体(マ ハ ッラ(mahalla))、コルホーズや国営企業、国家 まで
もが入れ子状の如 く共通した特徴をもつ経済活動について論 じられている。それは、
家族、マハ ッラ、コルホーズといった集団内部に所属する個々人の成員の利益や貢献


































この 「共同参加領域」が機能 しな尋くなった背景 として、市場に溢れる消費財と急激
なインフレ、国営企業の倒産、福祉制度の縮小 といった厳 しい生活環境に人びとが直




経済化の現実と社会主義的な理念がぶつか り合う場 となっていた。それは 「共同参加
領域」の規範のなかで互いに援助すべ き関係であるヘシュが企業に取 り込まれた結果、





的や目標達成に向けて参集するアクション ・グループでは、 日常的なつ き合いの頻度
より活動 目的や内容に相応 しい成員が求められると先述 したように、商品用刺繍制作
にお吟てもズライホー との親密さ如何でヘシュが選ばれたとい うよりも、むしろヘ
シュの中で刺繍が制作で きる個人が選ばれていた。例えば、ズルフィヤはヘシュの1





































































































これ らの事例の分析か ら、事業 という契約関係にあっても、ヘシュ同士の場合はべ






イホーの刺繍業を社会主義的な理念 と市場経済に応 じた事業が交差する場 として分析
した。本事例ではキンドレッドであるヘシュがアクション ・グループを形成する場合







関係の変化、特 に 「共同参加領域」のような道徳的価値観の崩壊一 それは我々に馴















1)ウ ズベキス タンの刺繍業(カ シュ タ)と筆者 の調査 地(ウ ズベ キス タン共和 国ブハ ラ州 シ ョーフィルコー
ン地区(以 下S地 区))について、詳 し くは今堀[2006a、2006b、2008、2010]を参照の こと。以下 、本
稿で ウズベ キスタンの刺 繍 とい った場合 カシュタを指 し、具体的事例 は筆者が調査 を実施 した2002年～
2004年、2006年、2007年、2009年の通算約32ヶ月間に収集 した内容 に基づ く。
2)2010年4月、 中央 アジアのクル グズ にお いて反政府勢力 の野 党 と治安部隊が衝突 し、当時の大統領 であ
るバ キーエ フが国外逃 亡 して政権交代 が行われ た事件 。 この事件 に関連 して同年6月 には ウズベ キスタ
ンとの国境 に近い都市 オシュで クルグズ系 住民 とウズベク系住民が対 立 し、多数の難民 がウズベ キスタ
ン領内 に避難 した。
3)例 外 と して吉 田[吉 田2004]があ る。吉 田は独 立以降のi親族 ネッ トワーク強化 と同時 に世帯毎 の収 支計
算や世帯 戦略が持 ち込 まれた市場経 済化 を分析す る中で、親族 ネッ トワー クに作用す る遠心力 に も言及
してい る。
4)例 外 は村 落部 に住 む ポジ ャの子孫 と自称す る人 々であった。 アイケル マ ンの指摘 「ある名前 の連鎖が、
何世代 に も亘 って遡 りうる とい う断言には(そ の名前 の持 ち主が:筆 者註)通 常、非常 に高い地位 にあ
るか、「高貴」な家柄(antecedents)をもつ か、 も しくは預言者 ムハ ンマ ドの出自にあたる とい う事 実を
暗 に主張 してい るに過 ぎない」[Eickelman2001:175]のように、村落部 では聖者 の子 孫な ど高貴 な家
柄の者た ちを除 き、系譜 は厳密 な集 団形成原理 となっていなかった。
5)オ イラは時代や地域、 文脈 に よって使 い方が異 なるが 、筆 者が調査 した地域で は第一義 的には核家族 を
指す ようで あった。 ゆえに本稿 では起点個 人を中心 とした核家族 を指 す言葉 として用いる。
6)標 準 ウズ ベク語のカ リン ドシュ(qarindosh)に相 当する。筆者の調査地 ではカ リン ドシュよ りもヘ シュ
が多用 されてい た。以 下本稿で は、一般 的に人類学 で言 うキ ン ドレ ッドにほぼ相 当す る ウズベ ク語 の概
念 と してヘ シュを用 いる。ただ し筆者 の調査地で はヘシュ には姻族 も含 まれ る。 ゆえに先行研究 に基 づ
くキ ン ドレッ ド関係 を説明す る場合 キ ン ドレッ ドと表記 し、筆者 の調査 デー タに基づ く関係 にはヘ シュ
とい う現地語 を用 いてい く。
7)ヘ シュ関係で用い られる呼称 は、 あたか も擬制 的親族 関係の如 くヘシュ関係 にない親 しい間柄 で も用い
られ る。 だが それらで呼 び合 う人々が互 いをヘシュ と紹介 し合 うことはない。詳 しくは注9)参 照。
8)ウ ズベ ク語 では地域 に よって親族名称 が異 なる。調査 地で用 い られ る主な親族 名称 は以下の通 り。ota
(父)、ona(母)、bobo(祖父)、bibi(祖母)、oPa(姉)、aleα(兄)、uka(弟、妹)、qi2(娘)、og`il(息子)、
amaki(父方 オジ)、ammα(父方 オバ)、xola(母方 オバ)、'og初(母方オジ)、nabira(孫)、yanga(兄嫁)、
ッα銅α(姉婿)な どであ る。父方、母方の オジオバ は明確 に区別 される。
9)ヘ シュ は親族 関係 にない隣人 や友 人 といった 「身 内」カテ ゴリーに含 まれる人 々 とも区別 されてい る。
隣…人 はハ ムソーヤ(hamsoya)、友 人は ドゥゴーナ(dergona:女性友 達)、オル トーク(O`rtoq:主に男性
友達)が 用い られる。 ヘシ ュ同士 を呼び合 う呼称 として、親族名称 が明確 で はない遠 い関係のヘ シュに
は年上女 性 にヤ ンギャ(yanga:兄嫁)、年上男性 にはアマキ(amaki:父方 オジ)、既婚 の年下女性 には
ケリン( ε々伽:嫁)、 未婚の年下男女 にはウキャ(擁 α:妹 ・弟)と 呼 びかける。
10)結婚(nifeohto`夕)、誕生儀礼(tavallud)、揺 りか ご儀i礼(beshikto`y)、割礼(sunnatto`N)、干支儀礼(12
歳 の祝 い:吻 鷹加♂'の)、葬式(勿 加)な どの人生儀礼 を指す。
11)ナウルーズ(紹%70セ:3月21日)、国際女性 ディ(3月8日)が 多い。
12)パー テ ィは任意 で不 定期 に開催 され、参加者 は必ず しも固定 的では な く、宗教 的な意味合 いはない。調
査地 区ではカ ンデ ィヨティや コロテエワ[KoroteyevaandMakarova1998]が取 り上 げたギ ャプ(参 加
者 が出資金 をもちよ り、交替で受 け取 る講(chyornayakassa:ロシア語)を 伴 うパー ティ)は さほ ど盛
んではな く、パ ーティ と講は別途実施 されていた。
13)先述 の ように、ズ ライホーのヘ シュには彼女 のオイラは含 まれない。 ここで言 う彼 女の オイラ とは彼女
と配偶者 、そ して彼 らの子 どもた ちで ある。彼女の キ ョウダイや両親 もオイラとみ なされることがあるが 、
本稿 では彼女の両親 やキ ョウダイはオイ ラに含 めず、ヘ シュに分類 してお く。 ただ し既婚の娘達 はズ ラ
イホーに とってオイラであ るが、娘 の配偶者 たちはヘシ ュと考 える。 この分類 はズライホー 自身のオイ
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ラ とヘ シュの使い分けの区分法に則 ってい る。
14)残り4カ所 は、ズライホーが工芸科で刺繍技能 を教授 した繍い子や教師達であ る。
15)ウズベキス タンの通貨スムの換算 レー トは調査(2003年)当時の レー トを用いてい る。
16)カレッジ とは義務教育 である9年 間 を修 了 した学生(通 常15歳 まで)が 通 う主 に職業訓練 を目的 とした
学校 である。 日本の高等学校 に相当する。
17)明確 な継承 ルー トに関す る語 りは確認で きなかった もの の、刺 繍が母系 ライ ン(母 か ら娘)を 通 じた継
承 方法 を取 るのに対 し、 同 じ女性 か ら女性へ の技能伝承 で も冠 画法 につ いては父系 ライン(父 方オバか
ら兄弟 の娘 へ)で 継承 されている(図2参 照)。
18)シャフノーザ に関す る情報 は地 区の他の刺繍 家たちか ら得 ている。従 って当事 者の見解が十分 に含 まれ
ないため事実 に基 づか ない憶測 も多分 に含 まれてい る可能性 がある。筆者が シ ャフノーザ に関 して確認
で きた事実はズ ライホーの異母姉 の娘 とい う点、筆者が確認 した2002年以降、 ズライホー以外 の刺繍家
の元 で配色 の補 助に従事 していた点、 自宅で絹糸 を染色 して地域の刺繍家 に販売 してい た点で ある。
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